


「モデル建物法入力支援ツールVer. 3.1.2 入力マニュアル」に規定された、JIS S 2109 に基づく家庭用ガス温水機器の性能は以下の通りです。 

（「エネルギー消費性能計算プログラム（非住宅版）Ver. 3.1.1 入力マニュアル」の規定にも適応しています。）

1  GQ-C5032WZQ  都市ガス  50号  87.2
0.092（50Hz）
0.097（60Hz）

0.94（50Hz）
0.94（60Hz）

25 91.9 B-2

 液化石油ガス（ＬＰガス）  50号  87.2
0.092（50Hz）
0.097（60Hz）

0.94（50Hz）
0.94（60Hz）

25 91.9 B-2

2  GQ-C5032WZ-H  都市ガス  50号  87.2 0.098 0.94 25 91.9 B-2

 液化石油ガス（ＬＰガス）  50号  87.2 0.098 0.94 25 91.9 B-2

3  GQ-C5032WZ  都市ガス  50号  87.2 0.072 0.94 25 91.9 B-2

 液化石油ガス（ＬＰガス）  50号  87.2 0.072 0.94 25 91.9 B-2

4  GQ-C5042WZ  都市ガス  50号  87.2 0.072 0.94 25 91.9 B-2

 液化石油ガス（ＬＰガス）  50号  87.2 0.072 0.94 25 91.9 B-2

5  GQ-C3222WZ-1  都市ガス  32号  55.8 0.075 0.94 19 58.7 B-2

 液化石油ガス（ＬＰガス）  32号  55.8 0.075 0.94 19 58.7 B-2

6  GQ-C3223WZ  都市ガス  32号  55.8 0.075 0.94 19 58.7 B-2

 液化石油ガス（ＬＰガス）  32号  55.8 0.075 0.94 19 58.7 B-2

7  GQ-C2434WZ-C  都市ガス  24号  41.9 0.054 0.94 19 44.1 B-2

 液化石油ガス（ＬＰガス）  24号  41.9 0.054 0.94 19 44.1 B-2

8  GQ-C2422WZD-FH  都市ガス  24号  41.9 0.060 0.94 19 44.1 B-2

 液化石油ガス（ＬＰガス）  24号  41.9 0.060 0.94 19 44.1 B-2

9  GQ-C2034WZ-C  都市ガス  20号  34.9 0.042 0.94 12 36.7 B-2

 液化石油ガス（ＬＰガス）  20号  34.9 0.042 0.94 12 36.7 B-2

10  GQ-C1622WZD-FH  都市ガス  16号  27.9 0.032 0.94 12 29.4 B-2

 液化石油ガス（ＬＰガス）  16号  27.9 0.032 0.94 12 29.4 B-2

11  GQ-C1634WZ-C  都市ガス  16号  27.9 0.030 0.94 12 29.4 B-2

 液化石油ガス（ＬＰガス）  16号  27.9 0.030 0.94 12 29.4 B-2

1  GQT-C2401SAWZ  都市ガス 24号 41.9 0.0619 0.94 19 44.1 B-2

 液化石油ガス（ＬＰガス） 24号 41.9 0.0619 0.94 19 44.1 B-2

2  GQT-C2412AWZ  都市ガス 24号 41.9 0.0600 0.94 19 44.1 B-2

 液化石油ガス（ＬＰガス） 24号 41.9 0.0600 0.94 19 44.1 B-2

※１

※２

※３

※４

※５

宣言の対象

熱源効率
※３

接続口径
（mm）※４

性能確認区分
※５

ガスふろ給湯器GQT-C-WZシリーズ　【潜熱回収型高効率温水機器（エコジョーズ）】 

（付表　N1002－20211001）

No. 製品名
給湯号数

定格消費電力
（kW/台）※２

表示ガス消費量
（kW/台）

自己適合
宣言書

JIS Q 17050-1　に基づく自己適合宣言書 （文章番号 22JW-003）付表

ガス給湯器GQ-C-WZシリーズ　【潜熱回収型高効率温水機器（エコジョーズ）】 

（付表　N1001－20220401）

No. 製品名
給湯号数

出湯能力
（kW/台）※１

表示ガス消費量
（kW/台）

定格消費電力
（kW/台）※２

給湯接続口径を示します。納入仕様図では単位がカッコ書きでインチ表示ですが、プログラム計算上、１インチ＝２５．４ｍｍで換算し小数第１位を切り捨てた「ｍｍ」表示にしています。

一般社団法人 住宅性能評価・表示協会が定める試験品質および生産品質の確認方法による区分です。
詳細は、一般社団法人 住宅性能評価・表示協会ホームページ（http://www2.hyoukakyoukai.or.jp/hijutaku/info/）をご覧ください。

宣言の対象

燃料種類

燃料種類 性能確認区分
※５

認証マーク

「定格加熱能力」は、次の式で計算することも認められています。
　・エネルギー消費性能計算プログラム（非住宅版）Ver.3.1.1入力マニュアル（2021年12月版）記載
　　　　　定格加熱能力＝号数 [号] × １．７４　　（１．７４＝１ｌ ／ ｍｉｎ × ２５℃ × ４．１８６Ｊ/ｇ・ｋ ／ ６０）
　　これは給湯機器の熱源機単体定格加熱能力であり、１つの給湯系統に複数台接続（連結）される場合は、それらの定格加熱能力の総和を本欄に入力します。
　
　・モデル建物法入力支援ツール Ver.3.1.2入力マニュアル（2021年12月版）記載
　　　　　定格加熱能力＝号数 [号] × １．７４　　（１．７４＝１ｌ ／ ｍｉｎ × ２５℃ × ４．１８６Ｊ/ｇ・ｋ ／ ６０）

納入仕様図では単位が「Ｗ」表示ですが、「ｋＷ」表示に換算しています。

「熱源効率」は、次の式で算出しています。納入仕様図に記載の「熱効率」とは計算方法が異なります。
　・エネルギー消費性能計算プログラム（非住宅版）Ver.3.1.1入力マニュアル（2021年12月版）記載
　　　　　熱源効率＝定格加熱能力 [ｋＷ] ／ （定格消費電力 [ｋＷ] × ９７６０／３６００ ＋ 定格燃料消費量 [ｋＷ] ）　（小数第３位を切り捨て）
　　これは給湯機器の熱源機単体効率であり、１つの給湯系統に複数台接続（連結）される場合は、それらの熱源効率を各定格加熱能力で重み付けして平均した値を入力します。（小数第３位を切り捨て）
　
　・モデル建物法入力支援ツール Ver.3.1.2入力マニュアル（2021年12月版）では、次のように算出式が記載されています。
　　　　　熱源効率＝Σ（定格加熱能力  × 台数） ／ Σ ｛ （定格消費電力 × ９７６０／３６００ ＋ 定格燃料消費量 ） × 台数 ｝

出湯能力
（kW/台）※１

熱源効率
※３

接続口径
（mm）※４

認証マーク

自己適合
宣言書


